　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	市内のホームレスは「ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）」による把握で、平成２２年１月に５名、２３年１月に３名、２４年１月に３名、２５年１月に１名と減少してきた。平成２３年度１名、平成２４年度２名を脱却支援し、それ以降、テントや小屋で起居するホームレスは確認されていない。
　緊急一時宿泊事業は、平成２４年度の利用実績は４名であり、今後も同様の支援の継続が必要と思われる。


	課題・問題点
	ホームレスの脱却時には、飼い犬の処置が障害になるケースが殆どである。
また、精神疾患が疑われる者も含まれるため、ホームレス巡回相談指導事業に専門
職が同行する必要がある。



	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	ホームレス数の減少は計画に基づく効果的な取り組みが行われた成果と思われる。

予防的な側面からも継続した取り組みは必要であり、また実態分析からも、一旦脱却

後に再度ホームレスに至ることがないよう支援を行う必要がある。

	市町村部局名
	泉南市健康福祉部生活福祉課　
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